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2022 年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：2023 年 4 ⽉ 18 ⽇ 
● 事 業 名 ： 貧困の⼦ども達が貧困の連鎖を断ち切り⾃⽴するための仕組みとふるさとづくり 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般財団法⼈ ちくご川コミュニティ財団 
● 実 ⾏ 団 体  ： 認定特定⾮営利活動法⼈ わたしと僕の夢   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成 
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

1-1．卒業⽣に⻑期的で個別
的なケアとサポートができ
ている 
 
1-2．在籍している⼦どもた
ちに個別的なケアとサポー
トができている 
 
1-3．居場所・相談場所を運
営する⼈材が⼗分である 

①卒業⽣の来訪回数や
相談回数 
②在籍してる⼦ども達
の数と相談回数 
③⼦どものケアやサポ
ートについての記録が
されている 
④居場所を運営する常
勤教師・職員の雇⽤の
安定、講師・ボランティ
ア（プロボノ）の数 

①卒業⽣が⼀度は NPO を訪
れる機会がある。また、必要
に応じて相談対応ができてい
る 
②スタッフの対応可能な範囲
の数で⼦どもが在籍し、必要
に応じて相談対応ができてい
る 
③個別のケース記録がされ、
スタッフ間で情報共有ができ
ている 
④常勤の教師・職員が施設の

2023 年
3 ⽉ 
 
2022 年
10 ⽉ 
 
2022 年
10 ⽉ 

①卒業⽣は毎⽉延 60 名以上が来
訪するようになっていて、進学
や家庭の問題（家庭内暴⼒等）、
⾦銭、アルバイト、⼈間関係に関
する⽉平均 10 件以上の相談があ
りそれに応じた対応がある。 
②在籍数は 85 名 
毎⽉数件の相談があり個別対応
している。 
③個別情報を毎週ミーティング
で共有し記録をスタッフ共有フ
ォルダに蓄積し、利⽤できる状
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プログラムを統括運営し、⼦
ども・卒業⽣の相談・来訪に
組織的に対応できている 

態にしている。 
④事業の⼀環で新たにプロボノ
マッチングが⾏われ３社とコン
タクトを開始。 
⑤常勤職員の増員はあるが、現
場は多忙な状態が続いている。 

2-1．学習⽀援の仕組みがで
きている 
 
2-2．体験プログラムの仕組
みができている 
 
2-3．進路などについての⽀
援ができている 

①学⼒向上のためのプ
ログラムができている 
②⾮認知能⼒を向上す
るプログラムができて
いる 
③進路についての相談
対応回数、相談内容の
記録 

①学習プログラムが確⽴し、
継続的に運営されている 
②体験プログラムが確⽴し、
継続的に運営されている 
③在籍する全ての⼦どもに対
して相談対応ができており、
その内容が記録されている 

2023 年
3 ⽉ 
2023 年
3 ⽉ 
2023 年
10 ⽉ 

①学習以前の個別問題の発⽣と
対応が多く、学習⾯は個別対応
によっている。 
②体験プログラム数も増加しそ
の実施ができている。 
③⾼校進学や進路について受験
情報（偏差値等）や志望校の選択
について具体的相談が 
が個別にほぼすべての⽣徒につ
いて⾏われ全員（28 名）が⾼校
に進学できている。 

2 

3-1．ファンドレイジングの
仕組みを強化する 
 
3-2．組織評価・診断を受け
ている 

①寄付者の 数 や寄付
額、マンスリーサポー
ター数、クラウドファ
ンディングの成功数と
資⾦調達額、助成⾦・補
助⾦の採択数と⾦額、
収益事業の収益額 

①寄付、助成⾦等の既存の収
⼊源の増額と新たな収⼊源を
獲得できている 
②評価認証を受けている。認
定 NPO を取得している 
③ニュースレターを定期的に
発⾏できている。SNSの発信

2023 年
3 ⽉ 
 
2022 年
10 ⽉ 
2022 年
10 ⽉ 

① クラウドファンデ 
ィング第 3 回⽬は 78.9 万円（⽬
標 150万円）で⽬標未達、今回は
直接的に⼦どもに届くテーマで
なかった（教室増設）ことや広告
広報が的確でなかったことなど
が未達の要因と考えられ、今後
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②第三者からの組織評
価・診断を受けている。
また、認定 NPO を取得
している 
③ニュースレターの発
⾏数や頻度、SNS での
発信数 

を週に 1 回以上⾏っている に⽣かしていきたい。 
コロナ対策臨時枠での休眠預⾦
活⽤事業（事業費 997 万円）久留
⽶市参加⽀援事業（事業費 548万
円）⿃栖市プラットフォーム事
業（5０万円）を申請採択実施、
その他⾷材提供事業（３件事業
費計 87 万円）、⾷事配布提供事
業（事業費 175万円）等の⺠間の
助成⾦交付が採択された。 
②資⾦分配団体の⽀援のもと組
織診断にとりかかり、認定 NPO
の取得後厳格な組織運営を実施
中。 
③ニュースレターを毎⽉発⾏
し、2 ⽉には第 16号を 232部発
⾏し主に寄付者を中⼼に配布
SNS 発 信 も Facebook と
Instsgram で週 3〜4 回⾏ってい
る。 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
・卒業⽣の居場所としての機能が定着し（前年度延⼈数：452 ⼈ 今年度延⼈数：761 ⼈）、⾼校⽣活での学⼒の伸びや充実ぶり、⼤学進学
の実績も出始めている。⾼校⽣の帰巣場所としての⼀定の役割を果たしていると考えられるが、⾼校⽣の実態として中途退学、⾦銭問題、
就労（アルバイト含む）等今まで⾒えていなかった課題が表出してきて、その対応には難しい現実がある。それに関連して、若者が⽣きる
⼒をつけるための技能習得や体験の充実及び具体的な就労⽀援の具体的仕組みづくりの必要性がが⾼まっている。 
・3 回⽬の教室拡張とそれに伴う⾮認知能⼒の向上のためのクラウドファンディングは初めて⽬標未達に終わり、テーマの選定や広報に課
題を残したので、次年度は⽬標達成にむけて綿密な計画を持って取り組みたい。 
・引き続き当佐藤代表をはじめとする精⼒的な広報活動もあって、NPOの活動がより認知され、企業個⼈にかかわらず、⼤⼝や新規の寄付
も安定的に続いている。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
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2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
  筑邦銀⾏創⽴ 70周年クリスマスプレゼント贈呈式（2022 年 12 ⽉ 23 ⽇/⻄⽇本新聞） 
休眠預⾦活⽤事業「困難を抱える⼦ども若者の孤⽴解消と育成」年次報告会（2023 年 3 ⽉ 22 ⽇/⻄⽇本新聞朝刊筑後版） 

2.広報制作物等 
  ニュースレター（活動報告・最終 2023 年 2 ⽉ 16⽇発⾏・232部まで計 9回発⾏）  
活動報告書発⾏準備開始 
NPO 新パンフレット・新名刺完成 

3.報告書等 
  「困難を抱える⼦ども若者の孤⽴解消と育成」中間評価報告書  

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
  ・⼩島武夫⽒チャリティ後援会（2022 年 10 ⽉ 14 ⽇） 
  ・⼦どもの権利とアドボカシー講座（2022 年 10 ⽉ 15⽇）） 
  ・⼀般社団法⼈⼤志塾⽉例講座（2023 年 11 ⽉ 18⽇） 
  ・みんくるクラウドファンディング講座（2023 年 3 ⽉ 15⽇） 

・祐誠⾼校ボランティアサークルでのプレゼン（22023 年 1 ⽉ 12⽇） 
・休眠預⾦活⽤事業「困難を抱える⼦ども若者の孤⽴解消と育成」報告会 2023 年 3 ⽉ 21⽇ 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 

 

 

 

⽀援団体と BBQ 職業（システムエンジニア）講和 フードパントリー事業の仕分け 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：変更なしの為 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 

 
3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 


